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1．本稿の狙いと成立の経緯
1－1．本稿の目的
　本稿は、平成11年度に総合研究所から研究助成金を受給した共同研究
（研究者代表経営学部教授　柳川高行、共同研究者、教育学部長　赤堀侃
司、経営学部教授・生涯学習委員会委員長　舩田眞里子）の研究成果の第
3回目の投稿を、その直接的目的としている。
1－2．本稿成立の経緯
①研究成果提出の遅れについて
　本研究成果は、本来ならば、2011年度の最終日である2012年3月31日
までに白鴎大学総合研究所所長である森山真弓学長宛に提出するべきで
あったが、2011年9月刊行の『白鴎大学論集』に、半年間の共同研究成
果として、3名の共著原稿を投稿したところ、総ぺ一ジ数が刷り上がり
211ぺ一ジになったことに対して、論集委員会委員長、沖津直経営学部教
授から「投稿論文のぺ一ジ数は、刷り上がり60ぺ一ジ以内とする」とい
う投稿ルールの原則を順守するように、と強く指導され、助成金研究成果
の投稿と言えども、例外は一切認めないというご指摘を受け、結果として
研究成果報告の投稿は2ヵ年に渡って行なわざるを得なかったことを、こ
こに明記して、研究助成金を与えて下さった総合研究所所長森山真弓学長
を始めとする関係者各位に心からのお詫びを申し上げる次第である。
②白鴎大学論集投稿規程の突然の改定
　さらに、白鴎大学論集の本号から、投稿申込書に添付された「白鴎大学
論集投稿規程」の投稿規程がいつの間にか改定されており、従来の単著原
稿を1本並びに共著原稿1本（いずれも刷り上がり60ぺ一ジ以内、合計
120ぺ一ジ以内）の同時投稿が認められていた投稿規程が、「単著原稿1
本と共著原稿1本を同時に投稿を希望する場合には論集委員会に事前に相
談して許可を求めること」という新しいルールに変わっており、6月の投
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稿申しこみ段階で経営学部論集委員会委員長沖津直教授に単著論文1本と
共著論文1本の投稿希望を申し伝えた所、それぞれ刷り上がり30ぺ一ジ
以内に収めることを条件に投稿のご許可を頂いた。
（注1）平成23年1！月2日付　白鴎大学論集委員会委員長沖津直氏名義の「白鴎大
　　学論集第26巻第2号の原稿募集について」
　　8　原則として、一著者一投稿といたします。ただし、共著は別です。共著
　　　の場合、役割分担を誰が見てもわかるように、明記をお願いします。ま
　　　た、大学院生などとの共著は、従来の形で結構です。
（注2）平成24年5月9日付　白鴎大学論集委員会委員長沖津直氏名義の「白鴎大
　　学論集第27巻第1号の原稿募集について」
　　8　原則として、一著者一投稿といたします。一著者二投稿をご希望なさる
　　　場合は、論集委員会にご相談ください。よろしくご理解の程お願いしま
　　　す。
（注3）（注1）、（注2）の論集投稿規程の大きな変化は、わたくしの多少（かな
　　り）衰えた記憶力によっても教授会において論集委員会の提案として提出さ
　　れて、審議されて改定案が承認されたという記憶は100％無いと断言できま
　　す。
（注4）2012年6月20日（水）に、沖津教授の研究室に伺い、単著原稿1本、共著
　　原稿1本を投稿したい旨をお伝えしたところ、
　　　沖津教授からは、「投稿は1本しか認めない、なぜなら2本投稿できると
　　いう制度は、柳川さんのために創られた制度だからです。だからこれから
　　は、投稿は1本だけにして下さい。」と言うご返事が返ってまいりました。
　　これに対しわたくしが、
　　①沖津教授自身にも2回投稿したことがございます。
　　②教育学部の先生には共著論文を3本投稿されている方も過去におられます
　　　ので、この投稿規程はわたくしが勝手に制度化したものではございませ
　　　ん。
　　③教育学部と法学部の教員の方々には、それぞれの研究紀要に年2回投稿す
　　　ることが認められていて、さらに『白鴎大学論集』にも年2回投稿するこ
　　　とができます。あわせて4本論文を書くチャンスが与えられていますの
　　　で、経営学部の教員にも4本書けるチャンスは頂けないでしょうか。
　　④もし1本しか投稿させて頂けないのでしたら、教育学部と法学部の研究紀
　　　要にも経営学部の教員が投稿できるように、両学部の論集委員会にお願い
　　　しては頂けないでしょうか。
　　　　これに対する沖津教授の回答は、「柳川さん、教育学部と法学部の論集
　　　委員会には、あなたが行って交渉してきてください。」と言う驚きあきれ
　　　るしかない無責任なものでした。
（注5）2012年7月！8日（原稿提出締切日）に沖津教授の研究室を再び訪れて、「ど
　　うか2本の論文の投稿をお認め頂けませんか」と七重の膝を八重に折り、懇
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願した結果妥協案として出て来た結論が、上の本文で述べた「それぞれ刷り
上がり30ぺ一ジ以内」という妥協案でした。
　しかしながら上で述べてきたことから明らかなように、改定された投稿規
定は、拘束力はまったく無い、必要不可欠なデュー・プロセスを欠如した代
物ですから、わたくしは、それに従うっもりは全く無いことをここに明確に
述べておきたいと考え、以上の注をつけさせて頂いた次第です。
③研究成果提出のさらなる遅れの発生
　以上のような論集投稿規程の突然の変更と、刷り上がり30ぺ一ジ以内
という論集会委員長のご命令により、本号だけでは助成金研究成果の完結
を見ることはついに不可能な事態となった。
　さらなるご迷惑をおかけすることとなったが、2013年3月刊行の白鴎
大学論集に、「大学における初年次教育の必要性と可能性（その4・完）」
を掲載することによって研究助成金を受給した共同研究者3名の義務の履
行が完遂されることとなる予定である。丸1年の遅れが生じたことに関し
ましては、すべて柳川の不徳の致すところでありますことを関係者の皆様
方に重ねてお詫び申し上げる次第であります。
④開倫塾代表取締役林明夫氏の共同研究への参加について
　栃木県Nα1の学習塾に一代で成長した開倫塾のベンチャー経営者である
とともに、教育の実践者としても超一流の教育者でもある林明夫社長の、
開倫塾の会社概要と設立の経緯と独自の学習3段階理論とをご寄稿頂い
た。柳川の20年来の経営実践に関する先生でもある林明夫氏に、本号の
テーマである「私の教育理念」を特にお願いして玉稿をお寄せ頂いた。こ
こにそれを明記して心からの感謝を申し上げる。
2．本稿の構成
　全体を3部構成とし、第1部を舩田眞里子、第2部を柳川高行、第3部
を林明夫、の3名がそれぞれ単独で執筆し、自らの教育理念を率直に語る
ことにした。
一132一
大学における初年次教育の必要性と可能性（その3）
B??ー第
　　　　私の教育理念
一教育の普遍性と非普遍性一
舩　田　眞里子
1、はじめに
　理念のように人に内在する本質的なものの考え方は、言語化により、よ
り鮮明に深化する場合もある一方で、こころの中に穏やかに鮮明な形を持
たないまま存在し続ける、あるいは存在させたい感情に結び付く場合もあ
る。後者は表現力の問題などにより、言語化により破壊や陳腐化が生じ、
正確な伝達が不可能である場合や、他者の賛同や共感を必要としない場合
もある。教育理念に関する問題は、筆者にとって双方に軸足を置く問題で
ある。本稿は論集への投稿なので、特に前者に絞って、できるだけ客観的
に記述するζとを試みたい。そのために、本論文では、筆者の教育理念に
基づき、教育の短期的成果に着目して教育をモデル化し、そのモデル上で
より優れた教育を実現させるための方法に関して考察し、言語化可能な筆
者の教育理念を明文化することを試みる。
2．教育モデル
大学等の教育機関で行われる教育は、教育を受ける学生の集合と教育を
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行う教員との関係によって記述することができる。教員から提供されるも
のは、知識や考え方を中心とした知の伝達を主眼としたサービスであり、
学生は自身のフィルタを通してそれを受容し、自身の知的レベルの向上を
図っている。この枠組みの中を、短期的な教育の成果と因果関係に着目し
てモデル化すると、例えば次のように記述することができる。ただし、こ
こでは具体性を持たせるために、半期15コマの講義を念頭に置くことに
する。
　まず、変数ベクトルX∫，yi，Z∫を次のように定義する：
　X，＝（X，1，X，2，…，X加）：第∫講義日で教員が講義・演習を通して提供する
　　　　　　　　　　　知的サービス
　y，＝（ア∫1，ア∫2，…，箔．）：第i講義日の受講生の状況
　z∫ニ（z∫1，z∫2，…，zな）：第i講義日の教育の結果
　τ（z1，z2，…，z15）　　：半期15回講義の教育の成果
　ここで　iは講義回数（i＝1，2，…，15）を示し、1n，n，3は教員や科目によ
り定まる定数である。
　この時、教育を次のようにモデル化する：
教育モデル（図1参照）：
　x，＝∫（x∫、1，y∫、1，z，．1）：第i講義日の講義は、i－1講義日の講義内容と、
　　　　　　　　　　　受講生の反応、教育結果の関数として教員によっ
　　　　　　　　　　　て決定される。ただし、i－2講義日以前の講義
　　　　　　　　　　　内容、受講生の反応、教育結果はX∫一1・蕩一1・Z’一1
　　　　　　　　　　　に含まれている。以下同様である。
　y∫＝g（x∫，y∫．1，z∫一1）　第i講義日の受講生の状況は、その日の講義内容
　　　　　　　　　　　と、前回の体験とその成果の関数として受講生の
　　　　　　　　　　　集合によって決定される。
　z∫＝h（x1，y∫，Zi－1）　　第i講義日の教育結果は、その日の講義内容と、
　　　　　　　　　　　受講生の状況および前回の教育成果の関数として
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　　　　　　　　　　　決定される。
とする。教育とは上記の関係の下で、教育の成果τ（Z1，Z2，…，Z15）が最大
となるように関数∫，9，h、特に∫を適切に決定することであると定義す
る。ただし、関数∫，9，hは、アルゴリズムや言語による記述を含めた関
係を表しているものとする。
　この教育モデルで、講義を特徴付ける変数ベクトルxの各成分は、講義
の内容、講義の方法、課題の内容、宿題の有無・内容、「褒める」・「励ま
す」・「叱る」といった学生へのアプローチ、教員の人間性、コミュニケー
ションカ、タレント性などであるが、これらは主要なものに着目すれば、
有限個御で記述可能である。受講者を記述するベクトルyは、教育に限
定すれば、受講者数、男女比、基礎学力、対象科目への適応性、忍耐力、
持続性、コミュニケーションカなどで主要な特徴は有限個nで記述可能で
ある。さらに、1回ごとの教育の結果zは、課題の提出率、小テスト・宿
題の正答率、リアクションペーパーの内容、講義の進捗状態などで、こ
れも主要なものは有限個sの成分で表現できる。学生の理解度、満足度等
は、自己分析的なものであればyの成分として、客観的なものはzの成分
となると考えられる。さらに、特定科目の受講前・後を比較した教育の成
果は1回ごとの教育結果を総合して評価可能である。
　一般に、教育の成果は短期的に試験やレポート・アンケートの結果等を
通して計量可能であるが、長期的に応用力として発現される成果がより重
要である。したがって本来教育の成果は短期・長期的に評価されるべきで
あるが、教育現場では長期的な成果はむしろ教員の経験として蓄積され活
用されているのが現状であると考えられる。また、受講生にとっては多く
の場合、「今」が問題であって、将来への成果は実感した時点で初めて認
識される教育成果である。多くの学生にとっては、「今講義内容が理解で
きるか」、「今単位が取得できるか」、「今好成績を得ることができるか」が
問題であり、さらにそれらが就職活動にどのように結びつくかなどの「近
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未来」が問題である。したがって、このモデルは「目前の受講者を対象と
して、今進行中の教育の状況を把握し、その改善を促すためのモデルであ
る」と言える。
　　　教育者　　　　　　　　　　　受講者　　　　　　短期的な教育結果
X1麗（XipX∫2・…・㌔）y∫瓢（アiPア∫2・…・ア∫n）Z1＝（ZflラZ’2，…，Z捨〉
X冴∫（x∫一1，y∫｝1，Zi｝i） z，＝h（Xi，yi，z，㎜1〉
雛 難
y1＝＝9（X，，y∫『1，Z∫一1）
図1　教育モデルのイメージ図
　さらに、教員は毎回の講義を、前回の内容、学生の反応を中心とした
状況、課題や小テスト、宿題の採点、リアクションペーパーの確認など
を通じた作業により把握し、次回の講義内容や方法論を再検討し、教育
の成果ができるだけ高くなるように修正（関数∫で記述）する。学生は、
集団として持っ特性と個人としての特性から生成されるある種のフィル
タを通して、教員から伝達された知識を受容し、その特性を変化させる。
受容した内容に対する理解度はその都度学生自身により自己分析され
て、学習意欲の高揚・低減、興味の喚起・低減などに密接にっながり、
個人のみならず集団の特徴を変化させていく（g）。講義の端的で短期的
な成果は課題の達成度、小テストの正答率などで評価可能であり、それ
らは講義として与えられた内容と、受講者の状態と、前回の成果とを踏
まえて評価される（h）。
一136一
大学における初年次教育の必要性と可能性（その3）
　このモデルは、教育者・受講者・短期的な教育結果とが相互に因果関
係・相乗効果を持ちながら時系列的に進行していくのが講義（教育）であ
り、前回までの講義により微調整を加えつつ講義回数全体を通じて、ある
尺度で計量できる教育の成果τを最大化することが教育の目的であること
を表現している。
3．教育モデルが示唆する問題点
　前節で記述したようなモデルを対象とすると、幾つかの問題の存在を明
示することができる。
　まず、教員側からこのモデルを眺めると、受講者集団が科目の性質や教
員の講義の方法論に対してその効果を引き出すような集団として存在・成
長することが望ましい。このような状況下では、教員の期待以上の、ある
いは教員の力量を上回る教育効果が実現可能となる。一方、学生側からこ
のモデルを考えると、自身の適性に応じた科目と教員の選択が教育の成果
を高める上で最も重要であることが再認識できる。また、講義内容の理解
度に関する自己分析やそれに伴う行動（質問、復習、予習など）、自身の
属する受講集団の把握と改善という認識が教育の成果に影響する。このよ
うな認識参ら、特に選択科目において第1回の講義の重要性が教員・学生
の双方の立場から明確となる。すなわち、教員側は、自身の科目の受講に
適した学生が自らの意思で受講するか否かを決定するのに充分な情報の提
供を行う必要がある。シラバスで記述を義務付けられている講義の内容や
目標はもちろんであるが、特に科目に関する適性を、予習・復習の必要性
やその方法、宿題の質・量なども説明しつつ充分に伝達することが大切で
ある。前提とする基礎学力の説明にも増して科目に対する適性への配慮は
重要であると考える。第1回の講義はシラバスを熟読しない傾向にある学
生にとって、適切さを欠くこともあるロコミ・ネット情報を除けば、科目
の選択ミスを避ける唯一の機会である。伝統的におろそかにされがちな第
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1回の講義の必要性を、教員・学生の双方で認識する必要性をこのモデル
は示している。
　一度、受講者集団が決定されれば、教員のミッションは極めて明確にな
る。この集団の特徴を把握して、それに適した教育内容や方法の選択を行
い、より高い教育成果を目指せばよいことになる。ここで陥り易い問題が
ある。学生の講義に対する満足度は講義内容に対する理解度と深くかか
わっており、瞬時的に理解されることが多いほど初期においては満足度が
高くなり学習意欲が増加する傾向にある。すなわち内容が易しいほど学生
の満足度を高め、学習意欲を高める場合が多い。そのため、学生の学習意
欲や満足度のみに価値を置き、そのままの状態を継続すると結果的に本来
教員自身が意図とした、あるいは科目名・シラバスに則した授業内容を達
成することが困難となる。しかし、この状態では、受講者によるアンケー
ト調査の結果は、受講者の自己満足度が高いことに起因して相対的に良い
結果となる。この状況は教育の質を下げる極めて深刻な悪循環の状態であ
ると考えられる。一方、学生の理解度を無視した教育水準のみに重点をお
いた教育では、学生の満足を得られないだけでなく、学習意欲まで低下さ
せ、アンケート調査結果も悪くなる。したがってこの中で、教員が選択可
能な方法の一つは、言うまでもなく易しい内容から始めて、学生が興味を
持った段階で徐々に内容を高度化し、理解までに多少の負担があるとして
も、それを乗り越える意欲を喚起し、乗り越えた喜びを共有することであ
る。この方法論を成功させるためには、相互の信頼関係の構築は欠くこと
ができない前提条件である。
　一方、学生は、受講者集団の特性が教育効果を決定する要因であること
を自己認識することが大切である。オリエンテーションや初期導入教育を
通じて講義の担い手としての学生の役割に関する事前教育が重要となる。
　教育の結果の認識は重要である。課題などの提出状況だけでなく、受講
者の客観的な学習意欲や満足度の状況も適確に評価できるような工夫が必
要で、満足度を維持でき、かつ講義の内容の低下を避ける水準の適切な判
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断を可能とする必要がある。また課題などから得られた教育の不十分な点
の認識とその原因の究明と対策は重要でかっ即時性を必要とする。
4．教育理念
　前節のように教育活動をモデル化して、現在の教育活動において、受講
者の状況の把握と教育結果の確認、その状況に則した教育の実現が最も重
要であると考えられる。受講者は集団として把握することと、個人を認識
することの双方が重要である。課題返却時は個人を確認し、提出内容と学
生個人との対応付けやアドバイスを可能とする貴重な時問である。この時
間の共有により教員は学生の氏名を覚える機会を得、信頼関係を構築する
礎を築くことができる。さらに、この時間帯に、学生の自発的な発言（例
えば説明・演習の反復や答え合わせなどの要求）もある。このような自発
的な求めは、講義の水準・進度がやや学生の理解度を越えた場合に適切な
状態に保つために有効な場合が多い。教員は講義を実施している期間は、
オープンマインドで学生と向き合い、課題の状況や発言だけでなく、表情
やっぶやきや溜息などにも注意が向くようセンサーの感度を上げておくこ
とが望ましい。このように学生の状況に合わせて、自身の体力の範囲で、
可能な限り手厚い教育を行うことが、言語を媒介とした範囲での筆者の教
育理念である。
5．まとめ
　本稿では、教育モデルを用いて筆者の教育理念の一側面を記述した。教
育の枠組みはモデル化可能な普遍的なものであると考えられるが、個々の
教員の個々の科目の教育は、状況に応じた動的で非普遍的なものである。
　所属と筆者の専門科目とから鑑み、筆者の現在の役割は、本学の学生に
コンピュータ・サイエンス固有の文化（考え方）を伝達し、数値データに
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どのように接するかの指導を通して科学する心を育むことにあると認識し
ている。このミッションを受講学生の状況に応じてできるだけ丁寧に手厚
く実現することが筆者にとって大切なことである。卒業研究の内容を学会
で発表させる指導などは、この科学するこころを育む活動の一つであり、
可能な限り続けていきたいと考えている。
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第2部
私の教育理念
柳川高行
1．柳川の教育理念は、27才で白鴎女子短期大学の一般教育の経済学担
　　当の専任助手として奉職して以来、62才の現在の経営学部教授に至
　　るまでの35年間の大学教員生活の中で、全く変わらなかった教育者
　理念と研究者理念と、学生の変化と、企業社会の大学教育に対する社
　会的役割の変化の中で、大きな変化を必要とした教育者理念と研究者
　理念との大きな二つの流れを、わたくし自身が経験し、体現してきた
　　けれども、以下においては、普遍の教育者理念と、変化せざるを得な
　　かった教育者理念との二つに焦点を合わせて論じることとしたい。
2．柳川における普遍の教育理念
2－1．教育最優先主義（Education－First－ism）
　この教育理念を、わたくしに叩き込んでくださったのは、「講義とゼミ
ナールは私の命である」と繰り返し語られ、4年生の週一回のゼミナール
はほぼ1時から6時までの5時間連続で中途休憩無しで実に密度の濃いゼ
ミナールを行なっておられた、故藻利重隆一橋大学名誉教授である。もう
一人の恩師である平田光弘一橋大学名誉教授・現中央学院大学特任教授の
研究指導も丸1日かけてわたくしの拙い研究報告を、一字一旬をも揺るが
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せにせずご指導して下さった。
　わたくしはこのお二人の教育第一主義を体現された研究指導を受けると
いう生涯最大の幸福を味わった。このお二人からは超一流の教育者である
ことと超一流の研究者であることとが両立可能であるということを身を
もって教えて頂いた。わたくしの教育最優先主義は、お二人の恩師に対す
る直接的な恩返しをする替わりに、自分が受けた全力投球の教育を、目の
前の学生たちに与えることを通して、間接的に恩返しをしたいと考えてい
るからである。
2－2．情況適応的教育（Contengency　Lecturing）
①最初に教えた英語科と、幼児教育科の昼間部と夜間部の学生に対する教
　育方法
　英語科では、シェイクスピアの「ハムレット』を用い、幼児教育科では
　有名な童話である『ピーター・ラビット』シリーズを用いた。
②1980年に日本の女子短大では初めて設立された、女子の「経営科」で
　は、その後今日まで一貫して行なっている「ケース・スタディ教育」を
　行ない、一番初めの講義はサンリオのハローキティから始めた。
③1985年に開学した4年制大学の経営学部においても、最高の偏差値が
　55を超えた時代と、その後の3年間で偏差値が10以上落ちた時とでは、
　同じ東京ディズニーリゾートの講義用配布プリントも毎年改訂を繰り返
　し、現在は3倍を越えるぺ一ジ数になっている。
3．柳川における変化した教育理念
　柳川の教育理念の一番大きな変化は、ほとんどの卒業生が正社員として
就職することが可能だった時代の教育方法（就職活動で発揮できる専門的
能力の養成教育）から、1990年代後半から、正社員が約65％で非正規社
員が35％を占めるようになり、40代で正社員の選別活動が行なわれるよ
うになった、日本型雇用慣行の大激変の時代を迎えて、大学教育が、企業
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の「企業内教育の代替機能」を求められ、「職業教育・キャリア教育」を
その最優先課題とするようになってきてからの、柳川の教育理念の大きな
変化である。
　柳川による、学生の就職活動における「就職力の養成」と、就職媛の企
業内における「自己学習能力の養成」とを目指した「戦略的キャリァデザ
イン教育」の詳細については以下の講義用レジュメを参照して欲しい。
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2012年度　戦略的キャリアデザイン講義用資料その4
キャリアの自己責任化と戦略的キャリアデザインの
　　　　　　　　　必要性と可能性
　　　　　　　　　　　（新訂版）
作　成　　日
加筆修正日
再加筆修正
新訂版作成日
2011年2月18日
2011年4月18日
2012年6月30日
2012年7月16、17日
（時）　　2012年7月17日（火）16：25～17：55
（所）　　白鴎大学　124教室
（講義者）白鴎大学経営学部教授
　　　　白鴫大学大学院経営学研究科教授
　　　　宇都宮大学大学院工学研究科客員教授
　　　　宇都宮大学工学部客員教授
柳川高行
O、今なぜ戦略的キャリアデザインが必要なのか
O－1．戦略的キャリアデザインとは何を意味するのか
①高校・短大・専門学校・大学・大学院などの卒業予定者が一生に1回の
　チャンスしかない就活で、希望する職業に就く為に必要な全人的能力
　（就職力、employability）をどのようにして身に着けるかについての、
　キャリア形成プランとキャリア形成の実行活動。
②就職後の正社員の問で、40代で選別されるエリート社員と平社員と
　リストラ予備軍という「2・6・2の経験測」という見えないルー
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ルの中で、定年まで働き続けることを可能にする為の「全人的能力
（1eamability、自己学習能力）」によって、勉強し続けてキャリアの拡
大、深化、充実とを自ら計画立案し実行活動を行なうこと。
O－2、学生時代になぜキャリアデザインをする必要があるのか
①小泉純一郎と竹中平蔵両氏による、新自由主義思想に基づいた構造改革
　の結果として従業員の正社員比率が60％台にまで低下し、残りの40％
　弱はほとんど正社員になることが難しい非正規労働者（パート・アルバ
　イト・フリーター・派遣社員）にならざるを得なくなったから。
②かっての日本企業は、大量に採用した新卒の若者を「社内教育」によっ
　て10年程度トレーニングし、定年までの雇用保障（終身雇用慣行）し、
　教育訓練投資を回収していましたが、最近は企業内教育をほとんど行な
　わないようになりましたので、正社員は自分の努力で様々なスキルを身
　に着け、高めて行くことが必要となってきているからです。このことは
　「キャリアの自己責任化」と一般に呼ばれています。
③数年前から政府は、段階的に年金支給開始年齢を60才から1才ずっ延長
　し、近い将来には支給開始年齢を65才からにすることは規定方針となっ
　ています。現行の60才定年制を維持し続けると、5年間の年金のもらえ
　ない期間が発生するので、政府は企業に対して65才定年制を義務付ける
　ことを積極的に打ち出しています。65才定年制が義務付けられますと、
　新卒の採用が減少することが避けられないこととなるでしょう。（「働け
　ない若者の危機」第1部②、日本経済新聞、2012年7月17日朝刊）
　　この結果正社員の椅子は新卒にとり、今以上に少なくなることが予想
　されるからです。
0－3．正社員として就職してから、なぜ継続してキャリアデザインをす
　　　　る必要があるのか
①企業内教育の縮小傾向とキャリアの自己責任化の進行
一145一
舩田眞里子・柳川高行・林明夫
　　学習院大学の宮川努教授の推計に寄れば、企業の教育訓練への支出額
　は、2008年に約3300億円であり、ピーク時の1991年の教育訓練投資の
　8分の1まで減少しています。（「働けない若者の危機」第1部①、日本
　経済新聞7月16日朝刊）。
②これまでの正社員の「見えない選抜のルール（unseenselectionrule）」
　であった2・6・2の慣行（2割は給料が上がり地位も上がるエリート
　社員、6割は40代で給料が全く上がらなくなる生涯ヒラ社員、2割はリ
　ストラ予備軍という慣行）が7月12日の国家戦略会議の答申を受けて野
　田首相が「40才定年制」を2030年を目途に法制化することを発表した
　（栃木ラジオ放送のニュースから）ことにより、「ルール・慣行の見え
　る化」が行なわれました。表面上の理由は、企業内人材の新陳代謝を促
　進し、企業の国際競争力の向上を目指す、というものでしたが、本音の
　所は、解雇が著しく容易な非正規労働者と比べて、解雇することが法律
　上なかなか難しい正社員の解雇をやりやすくし、企業にとって必要不可
　欠な人材以外は、生涯人件費を増やさないか、社外に排出したいという
　財界の強い要望が背景にあったと、わたくしには思われてなりません。
　　以上の理由から、2012年度に卒業予定の学生からより若い学生達は、
　入社後の20代30代にかけて企業にとって必要不可欠なキャリアを身に
　着けるか、同じような労働条件の下で、他企業に転職できる「転職能力
　（transferability）」を身に着けるために、必死になって「隠せる爪」を
　せっせと磨き続けなければならないでしょう。
③雇用維持の放棄と日本的経営の崩壊
　　1990年に日本IBMが「早期退職優遇制度」という割増退職金付きの
　定年前の自己都合退職を、一時的な・臨時的な措置としてではなく、恒
　久的な制度として採用したことが、日本の日本型経営の終身雇用慣行の
　中核的価値理念である「雇用維持」の崩壊のスタートの合図となりまし
　た。
　　その翌年、レーザーディスク型カラオケがヒットしていたパイオニァ
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　が、業績が赤字決算でなかったのにも拘わらず、12月24日のクリスマ
　スイブに、再就職先の斡旋を全く行なうことなく突然35人の管理職の
　クビを切るという衝撃的な出来事が起こりました。当時は、マスコミを
　始めとするマス・メディアや他の大企業の経営者からのバッシングを受
　けましたが、パイオニアの経営陣は、「よくぞやってくれた。わが社で
　も前からやりたかったが、貴社が初めてやってくれたおかげでわが社も
　これからやりやすくなった。」という激励のメッセージを受け取ってい
　ると発表し、この再就職先の斡旋をしないという、それまでの伝統を破
　壊した「新型リストラ」が、文字通り急速な勢いで普及していきました。
④経営者の劣化
　　それまでの日本企業の経営者達は、正社員を解雇することを恥ずかし
　く思い、「企業の社会的責任」を放棄することだという社会的な価値観
　に基づいて行動するのが通例でした。
　　企業が2年連続で赤字に陥った場合に、経営者は初めて人員整理に手
　を着けるのが社会的な通念でした。
　　人員整理を行なう場合においても、まず第一に新卒採用を停止し、次
　に労働時間の短縮を行ない、その後で非正規社員の解雇に踏み切り、正
　社員の解雇は一番最後に行なわれていました。
　　そのような日本的経営における正社員の解雇のルールは、現代の経営
　者たちからは、ドブに捨てられ、踏みにじられ、企業業績が悪化すると
　真っ先にリストラが行なわれ、それを株式市場が歓迎し、株価が上昇
　すると「企業価値」が株価に連動して上昇し、クビ切り経営者達は、
　「名経営者」としてマスコミ等で持ち上げられるような時代に、日本企
　業は突入しつつあります。日産のリバイバルプランで経営を立て直した
　名経営者ゴーン社長（当時）や、パナソニックの業績をV字型回復をさ
　せて名経営者ともてはやされた中村社長（当時）の二人とも大幅なリス
　トラをやり、従業員の賃金は据え置くか一部削減し、正社員の賃金を下
　げながら日産のゴーン会長は2012年の3月期決算で約9億5千万円の
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役員報酬を受け取り、日産には日本で一番多い6人という一億円以上の
役員報酬を受け取っている取締役が存在し、日産の大株主で親会社への
株式配当は年々上げ続けているという、名経営者ぶりを遺憾なく発揮し
ています。（トヨタの社長の役員報酬は、利益は日産の4倍でしたが、
3億5千万円前後でした）。
　2年連続の赤字決算をしていて、世界中のソニーの関連会社で三千人
規模のリストラを行ない、社員と社員の家族を路頭に迷わせながら、ハ
ワード・ストリンガー会長は4億円以上の役員報酬を平然と受け取り、
彼以外の取締役の誰一人として役員報酬の全額返還を行なった人は一人
もおりませんでした。
　このような一昔前には想像だにできなかった、ハレンチ極まりない無
責任で従業員の苦難に対する同情する心のかけらすらない経営者達が日
本中に掃いて捨てるほどあふれかえっています。
　正社員の人たちは、企業はもちろんのこと、国もその他の自治体も労働
組合さえも自分達の生活を、そして生きていくことを、守ってはくれない
のだという現実を直視し、現実逃避をすることなく、根拠なき希望を抱く
ことなく、自らのキャリアの独自能力を磨き続けなければいけないという
現実をいち早く受け入れ、努力し続けなければならないでしょう。
　努力は決して裏切らないし、努力し続ける人のことを、世間の人々は
「あの人は才能がある」と言うのです。
1　就活は現在進行中一3年生の12月頃から始まる
　新4年生は、今日も会社廻りの日々を送っているのです。スタートは
　3年の12月で名の知れた大企業の大半は、ゴールデンウィークの前後
　には内定を出すのが普通です。
2．2010年度卒業生の就職内定率一68．8％（全国）、61％（栃木県）
　　10人中4人は就職できない（栃木県）という現実の存在。（白鴎大学
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経営学部の内定率はそこで勤務している人間が、公表すべきではありま
せんので、公表はしないでおきたいと思います）
3．新規学卒採用行動という日本企業の採用行動の特質から就職のドアは
　　一生に一度しか開かれない
4．正社員として就職できなかった人は、派遣会社に登録して、派遣労働
　　者となることが大多数の場合である
5．派遣労働者の実態一悲惨そのもの
a）年収200万円で、65歳までの生涯賃金は正社員の4分の1
b）単純労働が中心で、その仕事経験は履歴書には書けません。働いた期
　　間は、無職となります。
c）一度派遣労働者になると、正社員になるチャンスは殆どゼロに近い一
　　敗者復活戦そのものが無い。蟻地獄状況。
d）生涯未婚の高い可能性
　　男性の3人に1人、女性の4人に1人は、生涯結婚をしない（出来な
　　い）という予想が為されています。
e）親に経済的に依存（パラサイト・シングル）しないと生きられない。
　　家賃と食費と水道光熱費とパソコンと携帯電話代を親に負担してもら
　　う（生前贈与）。
f）年金掛け金と医療保険掛け金を支払う経済的余裕がないので、65歳
　　以降は年金難民か、医療難民とならざるを得ない。
g）歳をとった両親の面倒を見る余裕の無い介護難民になる可能性が高
　　い。先立っお金がないと介護保険も利用することが出来ない。
h）両親亡き後は誰に頼れば良いのか解らない、無縁社会の中での絶対的
　　孤独感。
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6．正社員の3極化
a）2：6：2の法測
　　　2割はエリート正社員、6割は40歳を過ぎると給料も増えず、地
　　位も上がらない生涯一兵卒正社員、残りの2割は業績が悪化した時に
　　は会社から切り捨てられるリストラ候補者。
b）エリート社員の特権
①給料は毎年上がり続ける。定期昇給のある年功賃金制。
②地位（肩書き）も上がり続ける。年功昇進制。
③ボーナスも毎年上がる。（基本給が毎年上がるから）。
④多額の退職金がもらえる。（退職時の基本給×50～60ヶ月）。
⑤法定福利厚生費（年金掛け金の半分と、医療保険掛け金の半分を会社
　　が払ってくれる）。
⑥法定外福利厚生費（独身寮、社宅や官舎、海の家山の家等の保養所、
　　社食の食費補助）。
⑦自己都合退職をしなければ、定年までの雇用が維持される。
c）大学生諸君諸嬢は、人生で3回の職業戦争を戦わなければならない。
①限られた正社員のイスのイス取り競争・内定獲得競争。
②正社員の中での、エリート選抜競争・正社員特権の維持と縮小競争。
③非エリート社員の中でのサバイバル競争。
④定年後の再就職競争
7．就活に勝って、正社員になるために必要なものは何か
　　一戦略的キャリアデザインの勧め一
a）就活のスタートは早ければ早いほど良い（The　sooneろthebetter）。
b）1年生2年生3年生前半にしっかりと勉強することが大切。
c）どんな勉強をするべきか。
①本当に勉強した、実力が着いたと感じられる科目を選ぶべき。
②決して単位がとりやすい、試験が超チヨロい楽勝科目を選んではいけ
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　　ない。
d）職場で必要とされる全体的仕事能力としてのキャリアの身に着け方
①キャリアとは、職歴（仕事歴）イコールではない。
　　同一年齢の学校教員でも塾の先生でも大学の先生でも教え方の上手い
　人と下手な人の間では、職歴は同じでも教える能力は全く異なってい
　　る場合を考えてみてください。
②キャリアとは、一つ一つの仕事能力（Skil1，熟練）の束である。
③スキルの中身（種類）。
1）ネイチャー・スキル
　a．柳川ノートその1．性格は変えられます。
　　　ネイチャー・スキルとはパーソナリティー特性のことですが、
　　パーソナルの語源であるラテン語の「ペルソナ」とは、「仮面」の
　　　ことを意味しています。つまり、性格とは仮面を被った自分の状態
　　のことです。人は誰しも被る仮面を変えて被り続けることによって
　　その仮面が本当の顔に見えるようになるのです。
　　　哲学者ソクラテスも「習慣が人を作る」と言っていますし、「習
　　慣は第二の天性」という英語のことわざもあります。
　　　中学生まで赤面恐怖症だった柳川自身も、高校、大学時代にその
　　性格を克服し、今は大勢の人の前で話すことを仕事にしています。
イ）外向性…話好きで明るくて、社交的で、会話のキャッチボールを楽
　　　しめる性格。
b．柳川ノートその2．オアシスとこちらから笑顔で挨拶する事を続け
　　よう。
　　　オアシスとは、おはようございます、ありがとうございます、失
　　礼します、すみません、の頭文字を表わしています。この対人コ
　　　ミュニケーションの基本中の基本を日頃から「大きな声で（教室の
　　隅から隅まで聞こえるくらいの大きさで）」話せるように心掛けま
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　　しょう。
　　　こちらから挨拶しても無視する人が時々いますが、最低でも十回
　　は続けて下さい。そうすれば大抵の場合は挨拶を返してくれるよう
　　になります。
　　　笑顔は初めのうちは、鏡を見て笑顔作りの練習をしましょう。駅
　　中の百貨店ルミネの店員さん達は、丸1日かけて笑顔の作り方のプ
　　ロから猛烈なトレーニングを受けています。
　　　なるべく楽しい時間を過ごし、睡眠をよくとり、ご飯をしっかり
　　食べていた方が心からの笑顔が生まれやすいでしょう。
ロ）開放性…新しい知識や話題に心が開かれており、知的好奇心が広く
　　て強い性格、知的ミーハー。
c。柳川ノートその3．知識や情報は、積極的に探さないと、手にする
　　ことは出来ません。
　　　常に「なぜだろう」、「その正体はなんだろう」という問題意識を
　　持って人の話を聴き、テレビや映画を観て新聞や雑誌や本を読み、
　　大切だと思ったことや自分の感じたことを「メモにして残してお
　　く」ことを癖にしましょう。
ハ）情緒の安定性…感情がいつも平らかで、感情の浮き沈みが激しくな
　　いので、付き合い易い性格。
d．柳川ノートその4．お天気おねえさんや、お天気おじさん、に対し
　　ては周囲の人たちが腫れ物に触るように接触しなければならないの
　　で、本人だけでなく周囲の人達にとっても不幸な状況が生まれま
　　す。くれぐれも仕事中や電話やお客さんを相手に突然ブチギレるこ
　　とのないように心掛けましょう。
二）調和性（協調性）…一緒に仕事をする人たちと、仲良くチームワー
　　クで仕事ができる性格。
e．柳川ノートその5．協調性とはただ仲良くすることではなく、他人
　　のアイディアを否定するのではなく、そのアイディアをもっと良く
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　　するアイディアを付け加えて行くことができることです。
　　　ホンダの新製品開発の企画会議（玉出し会）の唯一のルールは、
　　他の人の出したアイディアを否定してはいけないというものです。
ホ）誠実性…仕事の上で、出来ない約束はしないことと、依頼された仕
　　事を、期待されている以上の出来映えで、約束の期限前に仕上げら
　　れる性格。
　　（このことを英語では、undrpromise，overdeliverlyと言います。）
f．柳川ノートその6．経営学者ドラッカーもG　Eの元会長ウェルチ氏
　　も二人とも経営者にとり最も大切な資質は、誠実性（integrity）と
　　正直さ（honesty）と言っています。
へ）責任感…自分に与えられた仕事を全力を挙げて行ない、周囲の人達
　　が納得できるレベルで成し遂げられる性格。
g．柳川ノートその7．責任感とは、見ている人が全くいなくても自分
　　の行なうべきことを、全く手抜きすることなく完壁に実行すること
　　です。
　　　ドラッカー氏も、自由にして機能する組織には、自己規律（セル
　　フ・コントロール）のできる責任労働者（レスポンシブル・ワー
　　カー）が必要不可欠であると述べています。
ト）忍耐カ…仕事能力の向上は、「ステップ関数」ですから、すぐには
　　実力は表には現れないが、あきらめずに努力し続けられる性格。
h．柳川ノートその8．学習やスポーヅの努力が花開くのには予測でき
　　ない時間が必要です。
　　　人間の能力の伸び方は、一次関数ではなく、階段を横から見たよ
　　うな動きをするステップ関数なので、努力を積み重ねていくとある
　　日突然、能力が一段階急速に上がることが目に見えて分かります。
　　桃栗3年柿8年と言いますが、人間の努力が実を結んで花開く時間
　　は個人差が大きいので、その日が来るまで待ち続ける忍耐力が必要
　　不可欠です。
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チ）素直さ…自分の仕事のやり方の欠点を他人に指摘された時に、その
　　指摘を素直に聴き入れて自分の欠点を直す努力をすること。
i．柳川ノートその9．素直さとはいろんな人からのアドバイスを全部
　　受け入れることではなく、自分にあったアドバイスだけを選別して
　　聴き入れることです。
　　　周囲の人々は、あなたに対する好意からそれぞれが独自のアドバ
　　イスをするので、お互いに合い入れないアドバイスをされる場合が
　　数多くあります。それを全部聴き入れて実行しようとしたら、パ
　　ニックに陥りますので、自分にとって実行するべきアドバイスを選
　　別できる判断力を磨いて下さい。
2）テクニカル・スキル（技術的能力）
　　　日本語、英語などの語学を読み書き聞き話すことができる能力。
　　パソコンや簿記会計や運転免許などの覚えて実際に使用できるスキル。
イ）このスキルは、勉強時問に正比例して高まっていく能力です。
ロ）必要な勉強時間の目安（学習心理学の経験的法則）。
　　　英会話が一・応できる、ピアノが一応弾けるのには1000時間の練
　　習が必要。
　　　あの人は英会話が上手い、あの人はピアノが上手いと言われるの
　　には、3000時間の練習が必要。
　　　英会話教室が開ける、ピアノ教室が開ける、プロになるためには
　　1万時間の練習が必要。
ハ）文系の大学生の勉強可能時間はどれくらいあるのだろうか。
　　　1日を睡眠時間8時間、生活時間8時間、とすると残り8時間が
　　勉強可能時間となります。大学生の平均学習時間は1日あたり4時
　　問半です。小学生は7時問、中学生は9時問、高校生は8時間です
　　から、大学生は勉強可能時間が3時間半余ります。この3時問半を
　　勉強してみませんか。
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　　　1年間の休暇は、夏休み50日、冬休み14日、春休み60日で合計
　　約125日あります。1日8時間勉強するとトータルで1000時問にな
　　ります。残り240日から日曜と祝日を除くと、約200日の勉強可能
　　な日があります。1日あたり3．5時間勉強を余計にすると約700時間
　　の勉強可能時間があります。合計の1700時間のフリータイムが毎
　　年あります。それを自給1000円のバイトで働くと170万稼げます。
　　自由時間をアルバイトに使うか、将来の自分への投資として使うか
　　は、皆さん自身が決めることです。
二）人生には3回の時持ち（Timerich）の時代があります。
　　小学校入学前の幼児時代
　　大学の4年間
　　定年退職後の毎日が日曜日の日々
　　　「大学の4年間」は、気力も体力も一番充実した時間です。この
　　4年問をどう過ごすかが、将来の人生を決めるでしょう。
ホ）実力の確実に着く授業を受けよう。
　　　どの授業が実力が着くかは、まじめに勉強している、非チャラ系
　　の先輩から教えてもらおう。
　　　インターネットで「みんなのキャンパス」情報を見よう。
　　　毎回10分から15分遅れてくる先生の授業は、受けないほうが良
　　い。なぜならば、遅刻することは約東を守れないことであり、社会
　　人失格だから。
　　　持ち込み可の試験をしたり、ピ逃げがいくらでもできる授業は、
　　受けるのは止めた方が良い。
　　　おしゃべりをしていても、後ろの席で携帯ゲームや、携帯電話で
　　遊んでいても、きちんと叱らない授業は止めよう。こういう先生の
　　言葉にされないメッセージは、「あんた達が将来失敗したって私に
　　は関係のないことだ」というものであり、コメディアン小島よしお
　　の決め台詞「そんなの関係ねエ！」と同じである。
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3）ヒューマン・スキル（人間関係処理能力）。
イ）友達作り能力（社会的資本としての人脈の形成能力）。
　ロ）Takeandtake（片一方の人だけが一方的に得をする関係）は長続
　　　きはしない。社会的等価交換（Give　and　take）が可能となるために
　　　は、相手に与えることができるサムシングを持っていなければいけ
　　　ない。
ハ）友達バランス論・恋人バランス論。
　　　それを表わす英語のことわざ。
　　Manisknownbyhiscompany（どんな人問かは、その人が付き合っ
　　ている人を見れば、判断できる。）
　　Nonebutthebravedeservesthefair（勇者のみが、美女に値する。）
二）ヒューマン・スキルは、コミュニケーションを取る人々の範囲を限
　　定するスキルでもある。
4）コンセプチュアル・スキル（言葉化・概念化能力）。
イ）相手の言うことの本音や、表情や、態度から読み取ることができ
　　る、相手の人の考えていることを、言葉化して理解し、自分の意見
　　や感想や助言を、瞬間的に言葉化して相手に伝える能力。
ロ）企業の求めるコミュニケーション能力とは、上司や同僚との、仕事
　　上の会話ができることである。
ハ）自分の意見（My　personal　opinion）を言葉化して、相手に伝える能
　　カ
ニ）コンセプチュアル・スキルの具体例。
a）面接試験の場合。
　　　面接官からの質問がなされる→面接官の質問は、OOOについて
　　の質問であると瞬間的に理解する→×××だと私は思います→重ね
　　て面接官からの質問→□□□についての質問であると瞬間的に理解
　　する→△△△と瞬問的に回答する
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b）ゼミナールでのレポート報告とディスカッションの場合。
　　　ゼミナリステンのレポート報告→他のゼミ生からの質問を受ける
　　→瞬間的に頭を整理して質問に一つずつ回答する→柳川からのコメ
　　ントと質問→内容を瞬間的に理解して、自分の意見を述べる（この
　　ことを何度も繰り返すのがゼミナールである）。
ホ）会社や組織体が従業員に求める最大のものは、コミュニケーショ
　　ン・スキルであるとよく聞きますが、その本質的な内容は、コンセ
　　プチャル・スキルを身に着けているかどうかという事です。コンセ
　　プチャル・スキルが、身に着いているかどうかで、その人のコミュ
　　ニケーション能力が決まると言っても間違いはないでしょう。
へ）企業や組織体の中で、必要とされる人材とは、上司や同僚からの、
　　さらに顧客からの依頼や命令の中身をきちんと理解し（ここで必要
　　になることがコンセプチャル・スキルです。）、依頼相手の期待して
　　いる水準以上の品質の仕事を、約束した時間よりも早く、依頼した
　　相手に手渡すことができることです。このことを英語では、undr
　　promise，over　deliverly（控え目に仕事を引きうけ、期待以上の仕事
　　を約束の期限内に行なうこと）と言います。
5）プロフェッショナル・スキル（専門的能力）。
イ）経営学的なものの見方・考え方（Managerialmind）。
ロ）法学的なものの見方・考え方（Legalmind）。
ハ）教育学的なものの見方・考え方（Educationalmind）。
二）工学的なものの見方・考え方（Engineeringmind）。
ホ）経営学部では、経営学、経営管理論、経営組織論、経営戦略論、マー
　　ケティング論の十分な理解が必要である。十分に理解しているかど
　　うかの判断基準は、専門用語を使わずに、中学3年生に内容を説明
　　し、十分に納得させることができるかどうかである。
へ）エンジニアとして必要な専門的スキルは、本来は新製品開発の能力
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と新製品を進化させ続ける能力だけでしたが、今日では技術的な卓
越性の追求に加えて、消費者の期待している技術品質のレベルを察
知して、そのレベルから乖離することなく消費者にとっての「ここ
までならお金を出してもいいという価格（アホーダブル・プライ
ス）」の範囲内で最高の品質を実現できるような、プロダクト・ア
ウト的な発想からマーケット・インという経営学的・マーケティン
グ的なスキルが必要となるでしょう。
8．大学で身に着けるべきキャリアとはなんだろうか。
　a）Employability（就職力・内定を取る能力）。
　　　上で述べてきたスキルの束の基礎能力を、努力して4年間で身に
　　着けることが目標。
　　　楽勝科目は、単位は取れるけれどもスキルは身に着かないから、
　　選択は慎重にすること。
　b）Leamability（自己学習能力）。
　　　職場内で、先輩の仕事の仕方の、観察学習ができること。
　　　職場内で、1番仕事の上手な人の仕事のやり方を、模倣できる能
　　力（職場内ベンチマーキング）。
　　Wbrkplace　leaming（働くことを通して、スキルアップをしていく
　　能力）。
　　　上司やチームの仲間に、解らないことを気軽に聴くことができ
　　　る、雰囲気と信頼関係を形成する能力が、前提条件として必要であ
　　　る。
9．図書館で何をどう読むのか
　a）百科事典をまず引こう。百科事典は索引でキーワードを調べる。
　b）辞典を引こう（経営学辞典、会計学辞典、経済学辞典等を丁寧に読
　　　もう）。
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c）新聞を読もう。
①日本経済新聞は必読の新聞である。大学卒業時までに日経新聞が読め
　るようになることは大学生の能力の1つの目安です。
②地方紙（下野新聞、上毛新聞、茨城新聞、福島民報等）を読んで地元
　の中小企業の情報を集めよう。
③業界研究と企業研究の為に次の新聞と雑誌を読もう。
　日経産業新聞
　日経流通新聞
　日経ビジネス（週刊）
　週刊東洋経済
　週刊ダイヤモンド
　週刊エコノミスト
　ダイヤモンド・ハーバードビジネス・レビュー
　一橋ビジネスレビュー
10　ノートの取り方
　a）ノートを半分に折って、左側のぺ一ジに先生が黒板に書いたこと
　　　と、黒板には書かなかったけれども大切だと思う事柄をひたすら書
　　　く。
　b）ノートの右半分にその授業内容にタイトルをまず付ける。一
　　　左側のノートを見ながら、授業の流れを1つのストーリーにしてま
　　　とめておく。
　c）ノートをまとめて分からなかった所を先生に質問するか、よく勉強
　　　している友達に聴いて、知識を確実なものにしておく。
　d）このことを毎日やっておけば、試験勉強はそれ程時間をかけないで
　　　済みます。
　e）お勧めのノートの取り方。
　　　　なかよしの友人3人でチームを作り、一人は黒板に書かれたもの
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をひたすらノートを取る。もう1人は黒板に書かれなかったこと
で、これは重要だなと思うことをメモする。最後の1人は、ノート
もメモも取らず、ひたすら先生の話を聴く。授業終了後3人で協力
して1つのノートを完成させると、いちばん良いノートが取れる。
11　就職してから、どのようにして、スキルアップをするべきでしょうか。
　a）活字情報から、自分に必要な仕事術を発見し応用することができる
　　　ようになること。
　　　新聞、雑誌、本の読み方の作法。
　b）人の話、とりわけ上司の話や、トップの話や、外部の経営者や学者
　　　の話から、自分の役に立つ仕事術を発見し応用できる能力。
　　　耳からの情報の聴き方の作法。
　c）テレビなどの映像情報（NHKのNHKスペシャル、クローズアッ
　　　プ現代、プロフェッショナル、民放のカンブリア宮殿、ガイアの夜
　　　明け等）から自分の役に立つ仕事術を発見し応用できるようになる
　　　こと。
　　　映像情報の観方の作法。
12．学生の4つのタイプ（君はどのタイプなのかしっかり自覚しよう）
よ
く
勉yes強
す
る
か
　no
お勉強好きの
優等生タイプ 自走型タイプ
難破船タイプ
目標に向かう
努力をしない
学生タィプ
no 　　　　　　　yes
目標を持って学習しているか
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13．従業員の4つのタイプ（君はどのタイプなのかしっかり自覚しよう）
よ
く
勉yes強
す
る
か
　no
勉強した知識の
びっくり箱タイプ
組織にとり
必要不可欠なタイプ
不良債権社員
タイプ
使命感を実現する
努力をしない職員
タイプ
　　　　　　　　　no　　　　　　　　　　　　yes
　　　　　　　　　　　　使命感を持って学習しているか
14．エンジニアの4つのタイプ（君はどのタイプなのかしっかり自覚しよ
　う）
革
新
　的古　イ同い
　ノ
　ベ
　τ
　シ　ョ低い
　ン
能
力　　　　　　　低い　　　　　　　　高い
　　　　　　　　　　　　　　漸進的イノベーション能力
（注）「おいでよ　理系女子　進む少子化　獲得に熱」大学22、7月19日
　　付日本経済新聞朝刊
ディスカバリー・
エンジニア
リソースフル・
エンジニア
スリーピング・
エンジニア
カイゼン・
エンジニア
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2012年度　日本マネジメント学会　全国大会自由論題報告要旨
　　　　　　キャリアの自己責任化と
　戦略的キャリアデザインの必要性と可能性
一経営学部における職業教育の在り方を求めて一
作成日　2012年7月12日
報告日　2012年10月27日
白鴎大学経営学部教授
白鴎大学大学院経営学研究科教授
宇都宮大学大学院工学研究科客員教授
宇都宮大学工学部客員教授
柳川高行
???????
③所
④連　絡
??
柳川　高行（やながわ　たかゆき　　YANA（｝AWATAKA㎜：　）
キャリアの自己責任化と戦略的キャリアデザインの必要性
と可能性一経営学部における職業教育の在り方を求めて一
白鴎大学経営学部教授
自　　宅　〒323－0014　小山市喜沢1201－1YNSハイツ207号
電話番号・FAX番号　0285－22－7331
E－mai1アドレス　非公示
勤務先〒323－8585小山市大行寺1117
電話番号　0285－22－1111
FAX番号　0285－22－8989
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報告要旨
報告テーマ
　キャリアの自己責任化と戦略的キャリアデザインの必要性と可能性一経
営学部における職業教育の在り方を求めて一
O－1．問題意識
　日本企業が正社員の企業内教育を大幅に縮小した為に、大学が企業内教
育を先取りした新入社員向けの就職力養成教育と、入社後のキャリアの自
己形成能力の知的インフラストラクチャーとしての自己学習能力を、社会
的に要請されるようになった時代における、経営学部教育の新しい在り方
の探求
O－2．論点
　戦略的キャリアデザインを経営学部で行なう社会的必要性
　経営学部教育における戦略的キャリアデザイン教育のキャリアの意味内容
　戦略的キャリアデザイン教育に志向した講義とゼミナール教育の新しい
在り方の報告者による実践例
0－3．結論
　戦略的キャリアデザイン教育は経営学部の全ての講義科目とゼミナール
科目の最優先課題である
1．キャリアの自己責任化と戦略的キャリアデザインの必要性
1－1．終身雇用慣行の崩壊と企業内教育の縮小
①日本IBMショック　1990年代初頭日本初の「早期退職優遇制度」の創
　設。
②パイオニアショック　音響メーカーパイオニアが、日本で初めて黒字で
　あるのにも拘わらず、35人の管理職を再就職先を斡旋することなく12
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　月24日に解雇通告を一方的に行なったこと。
③小泉・竹中構造改革　新自由主義に基づく自己責任の原則により経済格
　差の拡大を日本国家が是認したこと。
④労働者派遣法の改正　全産業における派遣労働者が大量に誕生したこ
　と。
⑤大卒新入社員の35％が3年以内に退職するという現実の存在。
⑥大企業を中心とした40代社員の選別の見えないルールの存在。2割の
　昇格と昇給するエリート社員と、6割の昇給することのない生涯平社員
　と2割のリストラ予備軍の存在。
1－2．大学に対する社会的役割期待の大変化
①かつての大学への役割期待新卒学生の潜在的能力の測定機関としての
　大学の入学試験偏差値は、企業内教育をもっとも効率的に学習できる能
　力の代理変数であった。
②大学に対する新しい役割期待　企業内教育の代替機関
a．エンプロイアビリティ・就職力　新入社員として必要な「社会人基礎
　　力」の大学内養成。
b．ラーナビリティ・自己学習能力　入社後20代、30代の長期に渡りス
　　キルを高め続けていくことを可能にする学習習慣と学習方法を大学で
　　養成すること。
2、就活に勝って正社員になるために必要なものは何か一戦略的キャリア
　　デザインの勧め一
2－1．職場で必要とされる全体的仕事能力としてのキャリアの内容（ス
　　　　キルの束としてのキャリア）
1）ネイチャー・スキル
イ）外向性…話好きで明るくて、社交的で、会話のキャッチボールを楽
　　　しめる性格。
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　ロ）開放性…新しい知識や話題に心が開かれており、知的好奇心が広く
　　　て強い性格、知的ミーハー、誰とでも様々な話題で耳学問をし、知
　　　識の吸収ができる性格。
ハ）情緒の安定性…感情がいつも平らかで、感情の浮き沈みが激しくな
　　　いので、仕事上で付き合い易い性格。
　二）調和性（協調性）…一緒に仕事をする人たちと、仲良くチームワー
　　　クで仕事ができる性格、他人の意見を全否定するのではなく、より
　　　良くするアイディアを付け加えることができる性格。
　ホ）誠実性…仕事の上で、出来ない約束はしないことと、依頼された仕
　　　事を、期待されている以上の出来映えで、約束の期限前に仕上げら
　　　れる性格（このことを英語では、undr　promise，over　deliverlyと言
　　　う）。
へ）責任感…自分に与えられた仕事を全力を挙げて行ない、周囲の人達
　　　が納得できるレベルで成し遂げられる性格。
　ト）忍耐カ…仕事能力の向上は、ステップ関数だから、すぐには実力は
　　　表には現れないが、あきらめずに努力し続けられる性格。努力し続
　　　けることは才能である。
　チ）素直さ…自分の仕事のやり方の欠点を率直に指摘された時に、その
　　　指摘を素直に聴き入れて自分の欠点を直す努力をすること。但し、
　　　他人のアドバイスは選択的に取り入れるべきである。
2）テクニカル・スキル（技術的能力）
　　　日本語、英語などの語学を読み書き聞き話すことができる能力。パ
　　ソコンや簿記会計や運転免許などの覚えて実際に使用できるスキル。
3）ヒューマン・スキル（人間関係処理能力）
　　友達作り能力（社会的資本としての人脈の形成能力）
4）コンセプチュアル・スキル（言葉化・概念化能力）
イ）相手の言うことの本音や、表情や、態度から読み取ることができ
　　　る、相手の人の考えていることを、言葉化して理解し、自分の意見
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　　　や感想や助言を、瞬間的に言葉化して相手に伝える能力。
　ロ）企業の求めるコミュニケーション能力とは、上司や同僚との、仕事
　　　上の会話ができて仕事を効率的に実行でき、必要な助言を求めるこ
　　　とができることである。
5）プロフェッショナル・スキル（専門的能力）
　経営学的なものの見方・考え方（Managerial　mind）を実際の仕事で
　活用できる能力。
2－2．職場で自己学習してキャリアをアップさせて行く為のメタ・キャ
　　　　リア（一情報リテラシー）教育
1）本や雑誌や新聞の読み方の作法。
2）人の話や経営者講演の聴き方の作法。
3）テレビやビデオやDVDなどの映像情報の観方の作法。
3．大学の講義とゼミナールにおける戦略的キャリアデザイン教育の実践
3－1．戦略的キャリアデザイン志向の講義方法
①講義者はネイチャー・スキルを体現したロール・モデルとして講義をす
　るべきである。
②講義は講義者と学生とがともに無遅刻で90分間時間通りに行なうこと。
③講義者は、毎回レッスンプランを書き、レジュメを配布し、高校生でも
　十分理解できる説明の仕方を工夫するべきである。
④毎回学生にレポート課題を与え、教員はそれを読んで、学生の見落とし
　ているポイントについてのコメントを行なうこと。
⑤受講生の顔と名前を速やかに覚え、教員からOO君、××さんと講義内
　に指名をして授業に積極的な参加を行なわせること。
⑥ゲストスピーカーをお呼びして、その話の聴き方と要点のまとめ方を講
　演後の講義で丁寧に説明を行なうこと。
⑦ビデオやDVDを、課題を与えて視聴させ、レポートにまとめさせてか
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　ら、モデル答案を配布して丁寧な説明を行なうこと。
⑧単位認定試験は、持ち込み不可の90分の論述式のタフなテストを行な
　うこと。
3－2．戦略的キャリアデザイン志向のゼミナール教育の新しい在り方
①ゼミナール1（1回生対象）とゼミナールII（2回生対象）とを合同ゼ
　ミナールとして週2回全ゼミナリステン出席で行ない、さらに6限目に
　ゼミナールの補講を一コマずつ行ない、全体で8年分のゼミナール教育
　を行なっている。
②レポーター制度を取らず、全員がレポートを提出し、全レポートをコ
　ピーして全員に配布し、順不同に指名し、自己のレポートを読み上げさ
　せ、他のゼミナリステン全員からの質問に解答させ、発表力、質問力、
　解答力というコンセプチャル・スキルとプロフェッショナル・スキルと
　を身に着けさせる。
③ゼミナール指導教員は、ネイチャー・スキル、プロフェッショナル・ス
　キル、コンセプチャル・スキルを体現するだけではなく、履歴書の書き
　方を始めとする就活に全面的にコミットするべきである。ゼミ生全員を
　正社員として就職させることがゼミの最優先課題である。
参考文献リストー覧
　藻利　重隆（著），1958年，『労務管理の経営学』，千倉書房
　金井　壽宏（編集），沼上　幹（編集），米倉　誠一郎（編集），1994年，『創造す
るミドルー生き方とキャリアを考えつづけるために』，有斐閣
　金井　壽宏（著），2002年，『働くひとのためのキャリア・デザイン』（PHP新
書），PHP研究所
　平野　光俊（著），1999年，『キャリア・ドメインーミドル・キャリアの分化と統
合』，千倉書房
　竹内　洋（著），1995年，『日本のメリトクラシー』，東京大学出版会
　苅谷　剛彦（編），本田　由紀（編），2010年，『大卒就職社会学　データからみ
る変化』，東京大学出版会
　苅谷　剛彦（著），2008年，『教育再生の迷走』，筑摩書房
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　「特集　社員の寿命は15年　2割はスピード昇進　8割は生涯一等兵卒」，『日経
ビジネス』，2004年3月1日号，30－40ぺ一ジ
　柳川　高行（著），2004年，「資料　建学の精神を体現した学生満足型実践的経営
学教育の試み（その4）一経営学史の講義体験を素材に一」，『白鴎大学論集』，第
19巻　第1号，185－268ぺ一ジ
　柳川　高行（著），2012年，「キャリアの自己責任化と戦略的キャリアデザインの
必要性と可能性」，ゼミナール配布資料
　柳川　高行（著），2013年3月刊行予定，『戦略的キャリアデザイン　その理論と
実践』
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第3部
開倫塾の会社概要・創業の経緯・学習の
　　　　　　　　　　　　3段階理論
林 明　夫
Q＝開倫塾の会社概要についてうかがいます。正式名称は何ですか。創業
　　と会社設立に到る経緯も説明してください。
　会社に限らずあらゆる組織やしくみを考えるときには、現在どのよ
うな活動をしているのかを考えるのはもちろんのことですが、なぜ、
どのようにその会社や組織、しくみがつくられたのか、創業、スター
トアップの理由をできるだけ正確に認識することが大事です。
　その企業や組織、しくみが何のために、また、どのようにつくられ
たのか、その存在意義、社会的使命が明確になるからです。
＊裁判のときに、その事件に適用される法律の条文を解釈するにあたっ
　て、その法律の条文を執筆した担当者や議会での議論、っまり「立
法者の意思」を参考にすることがあります。ちょっと似ていますね。
〈会社概要〉
A：（1）株式会社　開倫塾です。業種は小学生、中学生、高校生を対象
　　　　とする学習塾です。栃木県を中心に群馬県、茨城県に64校舎あ
　　　　　ります。塾生は2010年度ピーク時には7040名いました。
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〈創業に到る経緯〉
　（2）創業は1979年です。当時、慶鷹義塾大学法学部の附属機関で
　　　　ある司法研究室の研究生であった私が、29歳の時に足利市の郊
　　　　外、百頭町に二間続きの借家をお借りして創業いたしました。
　（3）なぜ学習塾を始めたのか。慶磨義塾大学法学部法律学科に在籍
　　　　中、犯罪の原因と対策を研究する刑事政策の研究会（ゼミ）に
　　　　所属していた私は、日本に被害者学を紹介し、被害者救済制度
　　　　の確立に尽力なさった宮沢浩一教授に連れられ、ゼミ生たちと
　　　　日本国中の矯正施設（刑務所や少年院など）を視察。多くの刑
　　　　務所長や受刑者教育担当の刑務官の先生から、「きちんと勉強し
　　　　ていれば、このようなところに来なくても済んだ人ばかりなの
　　　　に」と、学校や家庭、社会での教育の大切さを教えられました。
　（4）司法研究室の研究生をしていたのは、司法試験の受験勉強をす
　　　　るためです。受験勉強をしながら、アルバイトとして東京や地
　　　　元の足利市内外で予備校や学習塾の講師を毎日のように行い、
　　　　家庭教師も週に10人以上頼まれ、ほとんど休みなく小学生や中
　　　　学生、高校生を教えるようになりました。
　（5）司法試験にもなかなか合格せず、ちゃんとした仕事をしなけれ
　　　　ばと将来を考えました。刑務所などで教えて頂いて基礎教育の
　　　　大切さを痛感し、また、それまでにやったことがあるのは学習
　　　　塾や予備校、家庭教師のアルバイトだけでしたが、教えるのが
　　　　とても楽しかったので、学習塾を始めることを決意した次第で
　　　　す。
　（6）有名大学受験浪人生を教える予備校の先生はとても勉強にな
　　　　り、また、受講生は皆熱心でそこで教えることはとても楽しかっ
　　　　たですが、予備校には私以上に授業の上手な方が当時も沢山お
　　　　りました。北関東のような地域社会で最も求められるのは、小
　　　　中高生を対象とする学習塾かなと考えました。
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（7）家庭教師を専門にやっていた時期もあり、家庭教師は大好きだっ
　　たのですが、家庭教師はすべてやめさせて頂きました。そして、
　　セミナー方式の学習塾からスタートし、個別指導も併せて行う
　　ようになり、本年で32年目に入ります。
　このような経緯でスタートした開倫塾であります。数年前に栃木市
教育長を通じて栃木刑務所の受刑者への基礎教育のために講師派遣
を依頼されました。その際も、「宮沢浩一・先生の下で、刑事政策の勉
強をした法学徒として、受刑者教育の支援をさせて頂くことは名誉な
こと」と思いました。そこで、開倫塾の創業の経緯に沿った企業の社
会貢献活動の一環として快諾させて頂きました。刑務官の先生方や開
倫塾の講師の先生方、塾長室のスタッフの皆様の協力のもと、3年目
に入りました。
　せっかくの機会なので、次に、2009年に私が塾生と保護者の皆様
のために書いた文章を用いて、学習の3段階理論を紹介いたします。
　　　　　　　　　　学習の3段階理論とは
〈学習の3段階理論〉
Q：「効果の上がる学習方法」とは何ですか。開倫塾の「学習の3段
　　階理論」とは何ですか。わかりやすく説明してください。
A：（林明夫。以下省略）いろいろな学び方があると思います。開倫
　　塾でお勧めするのは、学習を「理解」、「定着」、「応用」の「3段
　　階」に分けて、各段階にふさわしい学習をすることです。開倫塾
　　では、これを「学習の3段階理論」と名付けました。一生役に立
　　つ学び方ですので、「人生の成功」のために、開倫塾に在籍する
　　間に正確に身につけることを希望します。
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　学力を身につける前提として、「読書による思慮深さ、つまり、熟
慮・熟考・省察・自省する能力」と、「学び方を学ぶ能力」が欠かせ
ません。「学習の3段階理論」は、「学び方を学ぶ能力」を身にっける
上で役立っと考えます。
〈理解とは〉
Q：第1段階の「理解」とは何ですか。
A：「理解」とは、「うんなるほどとよくわかる、納得する、脇（ふ）
　　に落ちること」です。
　（1）「理解」は、学校や開倫塾などの「授業」でもできますが、
　　　　一人で学ぶ「自習」でも可能です。
〈授業での理解の方法〉
　（2）そこで大切なのが、「授業」の受け方、参加の仕方と、「自
　　　　習」の方法です。
①「授業」中は、姿勢を正し、手を机の上に置き、先生の目を見なが
　ら、まずはしっかりと先生のお話をお聴きしましょう。また、先生
　の指示に従い、撰業中の活動に積極的に参加しましょう。
②授業中に、必要なことはどんどんノートにメモを取り続けましょ
　う。ノートを取ることができるのは大切な能力です。（授業が終
　わった後、学習しやすいように「ノート整理」をすることも大切で
　す。）
③「ノート整理」の仕方も身につけましょう。ノート整理ができるの
　も大事な能力です。
④授業の「欠席、遅刻、早退」や、授業中の「忘れ物、私語・おしゃ
　べり、居眠り、ボーッとしていること、携帯電話、俳徊（はいか
　い）」などがなぜよくないのか考えたことがありますか。それは、
　「理解」の妨げとなるからです。せっかく先生が皆様によい授業を
　しようと何時間もかけて準備をしても、皆様が教室に存在しなけれ
　ば、存在しても気持ちが授業に集中していなければ、また、忘れ物
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　があれば、「理解」の妨げになります。「うんなるほどとよくわか
　る」ことの妨げになります。ですから、授業には、積極的に参加し
　て下さいね。
〈学びの共同体を〉
Q＝よくわからないところを友達に聞くのは、よいことなのですか。
A：「これはどういうこと」「これはどんな意味」と気軽に友達に聞い
　　たり、「これはこういうことかもしれないよ」と教え合うことは
　　素晴らしいことです。よくわかっている人は友達に教えることで
　　さらに学力が「定着」し、よくわからない人は「理解」ができる
　　からです。これはお互いのためにとてもよいことで、学習効果
　　（学力）も上がります。皆様も、このような「学びの共同体」を
　　毎日5分間でもよいですから作ってみましょうね。
Q：第2段階の「定着」とは何ですか。
A：「定着」とは、一度「うんなるほど」と「理解」したことを身に
　　つけることです。「定着」には、3つの内容があります。
　（1）「定着」の第1は、一度「うんなるほど」と「理解」したこ
　　　　とを、何も見ないでスラスラロをついて言えるまでになるこ
　　　　とです。つまり、「暗諦（あんしょう）・暗唱（あんしょう）」
　　　　です。
　　　　「暗言雨・暗唱」ができるようになるために一番よい方法は、
　　　　「声を出して読むこと」、つまり「音読練習」です。何十回、
　　　何百回も「音読練習」し、スラスラ言えるようにすることを
　　　　お勧めします。
　（2）「定着」の第2は、一度「うんなるほど」と「理解」したこ
　　　　とを、何も見ないで正確に楷書（かいしょ）で書けるまで
　　　　にすることです。そのための最も効果的な方法は、「書き取
　　　　り」です。そこで、何回も、何十回も書いて覚える練習を
　　　　すること、つまり「書き取り練習」をお勧めします。
一173一
舩田眞里子・柳川高行・林明夫
　　（3）「定着」の第3は、一度「うんなるほど」となぜそのような
　　　　　答えになるかが十分に「理解」できた「計算」や「問題」
　　　　　は、その「計算」や「問題」を見た瞬間にパッパッと条件
　　　　　反射で正解が出るまでにすることです。そのためには、一
　　　　　度やった問題を何回も、何回もやり直すこと、つまり「計
　　　　　算練習」や「問題練習」が大切です。「計算・問題練習」を
　　　　　お勧めします。
　〈練習は不可能を可能にする〉
＊開倫塾では、この「音読練習」、「書き取り練習」、「計算・問題
練習」を「定着のための3大練習」と呼び、皆様にお勧めして
います。練習は不可能を可能にすると確信します。
〈応用とは〉
Q：第3段階の「応用」とは何ですか。
A：「応用」とは、「理解」、「定着」させたことを用いて、①学校の定
　　期テストで100点満点が取れること、②入学を希望する学校の入
　　学試験などで合格点が取れること、③社会で役に立てることで
　　す。
　（1）学校の定期テストで100点を取るには、まずは学校や開倫塾
　　　　の授業にしっかりと取り組み、「理解」をする。次に「定着
　　　　のための3大練習」を徹底的に行い、「定着」をはかればOK
　　　　です。試験範囲をよく「理解」した上で、「完全丸暗記」す
　　　　ることです。
〈誤答分析〉
　（2）入試等で合格点を取るには、その試験で「過去に出題された
　　　　問題（過去問、かこもん）」を5～10年分実際に解いてみる
　　　　こと。同じ年度の過去問を5～6回やり直すことが大切で
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　　す。そして、間違えた答えについてなぜ答えを間違えたの
　　か、その原因を自分で分析することです。これを、開倫塾で
　　は「誤答分析（ごとうぶんせき）」と呼んでいます。
（3）「応用」の第3は、生涯にわたり社会での生活や活動に役立
　　てることです。これが、学習の最終目標と考えます。
（本学経営学部教授）
（本学経営学部教授）
（開倫塾代表取締役）
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